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積後の凹みを増す造格運動を経て形成されたことが推測される。

盆地内には，第四紀後期に形成された 6つの段丘，すなわち形成年代の古い ものから，先鳥越

段丘，鳥越段丘，関上段丘，草木段丘，菩提野段丘，毛馬内段丘と 1つの低地面が発達する(図

2-2-38)。先鳥越段丘は十和田火山に由来するil霊石流堆積物によって構成 される (2)。鳥越段丘は

約 12，000年前に同火山から流下した膨縮の著 しい鳥越浮(程〉石流凝灰岩によって構成され(3)(4) 

関上段丘はこれを浸食 して重なる厚さ 数 m のノレーズな砂「劇習よりなっている。草木および菩提

野段丘は磯層からなり 2 前者は火山灰を挟有する。毛馬内段丘 は約 1000年前の十和問火山の噴

火に よって生じた怪石流凝灰岩 (5)とそれに重なる砂磯層で構成される。 これら各土佐積物は小河川

によって刻まれている。低地は砂，磯，1泥などからなっている。

(2) 地 下 水

花輪盆地内の帯水層として，菩提野段丘を構成する磯層と盆地埋積層とがある。前者は 3 盆地

の東部に扇状地を形成 して発達 し，扇央部から扇端部に不圧地下水を貯えてい る。扇端部には湧

水が認められると ころ もあるが，その量は少ない。その他の段丘構成層は厚さ，広がり ，岩相上

より帯水層を形成する条件に乏 しい。

i架さ 50m までの盆地埋積層は，鹿角市街地下では主に砂喋から構成され(2) 上部に不圧地下

水を，下部に被圧士山下水を包含している。近年， ピノレ用水などとしてわす、かに地下水利用が始め

られてはいるがp 地下水に関する資料は之 しい。

花輪盆地は，典型的な盆状構造の中に砂磯麿や溶結凝灰岩などが発達しており 3 合計 300mを

越すこれらの地層が3 優良な帯水層を構成するこ とが期待される。

(中馬教允〕
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9.横 手 盆 地

(1) 地形 ・地質

横手盆地は，秋田県の南東部に位置する南北約 60km，東西の最大幅約 15km の長方形の盆

地である。盆地の西側を雄物川の中流部が北流している。盆地は奥羽山脈と出羽丘陵に固ま れ，

東の奥羽山脈から流れる各河川はそれぞれ扇状地を形成している。

金地周辺の丘陵，山地を構成する地質は新第三紀中新世の堆積岩類を主体としてい る (表 2-

2-15)。地質構造は南北性の摺曲軸が顕著で，盆地もこの構造に起因して形成された複向斜帯に

位置するものと考えられる。盆地の地下は雄物川および、これに合流する河川がもたらした扇状地

性堆積物によって埋積されている。これらの推移i物は主として磯屑であるが，砂，粘土，泥炭な



158 第 2編地方別にみた地下水

。

図 2-2-39 桃子盆地地質図

(東北t主政局(けによる〉

口 沖税局

図 扇状i削刷物

日 低{立段丘糊:物

園 高{立段印私物

図 姫ケ丘安山岩類

冒 千犀府

盟 先千四

・ 深:).1:戸

1 -1 I地質柱状|折函線



第 2主主 東北地方の地下水

表 2-2-15 横手盆地の層序および対比表 (東北淡政局(1)によ る〉
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どが挟まれている。厚さは，平賀町育回付近で約 220m，湯沢市角間付近で約 120mとなってい

る。 しかし，地域的に変化が著しく， 大曲，横手市街地では 50m以下，増田町醍醐付近では

30m以下になっている。 これらは，盆地を形成する基盤が盆地内でかなり起伏に富んだもので
にしもない

あることを示している。扇状地は，出羽丘陵側では，西馬音内川扇状地があるにすぎない，東側

の奥羽山脈側には，北部にイIU北扇状地帯，南部に平鹿扇状地群が発達している(図 2-2-39，40)。

(2) 地 下水

本盆地は従来から伏流水や浅層の不圧地下水に恵まれている。このため， とくに諜層地下水の

開発は必要なかっ たが，深層の地下水は次のような理由で開発が困難なようである。すなわち，

盆地を埋積している第四紀層の下位に存在する新第三紀層は，泥岩系統の岩相が卓越し，地下水

を旺胎しがたいこと，石油に由来する天然ガスを伴い，地下水が汚染されていること，さらにそ

の天然ガスが上部に移動し，第四紀周の下部を汚染していることなどからである。伏流水および

浅屈の不圧地下水は非常に豊富

である。場所によって掘削深度

は多少異なるが，5-20 m で

1，000-3，000 m3fd程度の揚水

が可能である。そのほか，湧水

の利用も盛んである。

なお，天然ガスによる地下水

汚染は盆地地下全域にわたって

いるとは考えられないので，今

後の調査により開発可能地域を

選別することが必要である。

地下水障害の珍しい事例とし

て，本盆地内で、地下水の湧出被

害がある。盆地北東部に展開す

る扇状地は，田沢疏水による開

回事業 (1937~ 1951 年〉 の通水に

伴 って，扇央部から扇端部にか

けて地下水の湧水が著 しくなり，

水田，畑， 宅地に浸水被害を与

えたこと ある。現在は，排水路

の整備，水田の床締めp その後

の熟田化などによって，浸水被

害は鎮静化している。
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10. 新庄盆地

(1) 地形・地質

新庄盆地は山形県の北部に位置する内陸盆地の 1つである。奥羽山脈と出羽丘陵の聞に位置す

る。南の猿羽根l峠で尾花、沢盆地と境している。

盆地は，鮮新世の地層からなるなだらかな丘陵地と，河岸段丘を主体としている。丘陵地は

段丘をとり囲むように分布し3 その標高は，盆地西縁部で 140~160 m，東縁部で 200~300 m 

である。これに対し，段丘部は泉田川下流で 80m，上流部は 200mとなっており，盆地全体と

しては，西側に傾斜したような形を示している。

盆地の基盤は，第三紀中新世の地層で，これは盆地の周囲に広く分布している。

地質周序とその岩質の概要は表 2-2-16に示したとおりである。

表 2-2-16 新庄盆地の地質層序表

時代 | 地層名 層 相 層厚 (m)
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完新世 沖 積 庖
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第
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鮮
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(2) 地下水

盆地における帯水層は地質的に 2つに区分される(図 2-2-41，42)。沖，洪積層は新庄盆地に

おける最も主要な帯水層で、あり ，現在揚水されている地下水の大部分は この帯水層からである。


